
病原体等の取扱いに関する申合せ 

 

令 和 ５ 年 ９ 月 １ 日 

環境安全衛生管理担当理事裁定 

 

１．趣旨 

 この申合せは、奈良先端科学技術大学院大学（以下「本学」という。）

における病原体等の取扱いについて必要な事項を定める。病原体等の安全

管理については、この申合せに定めるもののほか、感染症の予防及び感染

症の患者に対する医療に関する法律（平成１０年法律第１１４号。以下「感

染症法」という。）その他の法令等の定めるところによる。 

 

２．定義 

 この申合せにおいて、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各

号に定めるところによる。 

（１）病原体等  ヒト又は動物の生体内で何らかの機構により、生物に

危害を及ぼすものであって、原核生物、真菌、ウイルス、ウイロイド、

原虫、寄生虫、プリオン及び毒素をいう。 

（２）毒素  生物によって産生される物質であって、ヒト又は動物の生

体内に入った場合にこれらを発病させるものをいう。 

（３）特定病原体等  感染症法第６条第１９項から第２３項までに規定

する病原体等をいい、一種から四種までに分類される。 

（４）バイオセーフティレベル（以下「ＢＳＬ」という。）  本学にお

いて、病原体等の危険度を１から４までの段階に分類し評価する格付

けをいい、当該分類は、国立感染症研究所病原体等安全管理規程別冊

１「病原体等のＢＳＬ分類等」（平成２２年６月国立感染症研究所）

の１．病原体等のＢＳＬ分類に準拠する。 

（５）実験室  病原体等の取扱いを行う実験室をいい、遺伝子組換え生

物等安全管理委員会（以下「委員会」という。）が承認したものをい

う。 

 

３．管理 

 病原体等の管理は、委員会において行う。委員会は、次の各号に掲げる

事項を審議し、又は調査する。 

（１）この申合せ及びマニュアル等に関すること。 

（２）ＢＳＬが決定されていない病原体等のレベルの分類に関するこ

と。 

（３）実験室の安全設備の管理及び運営に関すること。 

（４）病原体等の利用、保管及び供与に関すること。 

（５）その他病原体等の安全管理に関し必要なこと。 



 

４．利用 

 特定病原体等であって、一種から三種までに該当する、又はＢＳＬ３若

しくはＢＳＬ４に該当するものは、本学において取り扱わない。また、委

員会は、実験の方法及び用いる病原体等の量により取扱いを制限すること

ができる。 

 

５．届出 

 実験責任者は、ＢＳＬ２の病原体等を実験に利用し、又は保管し、若

しくは廃棄しようとするときは、病原体等利用・保管・廃棄届出書（別

紙様式第１号）を、供与するときは、病原体等供与届出書（別紙様式第

２号）を、それぞれ学長に届け出なければならない。 



別紙様式第１号 

（元号）  年  月  日 

 

病原体等 利用・保管・廃棄 届出書 

 

学長 殿 

 

実験責任者（所属部局・職）               

                 （氏名）                

 

下記の病原体等の 保管 ・ 廃棄 について届け出ます。 

 

記 

 

１ 病原体等名称 

 

 

 

 

（以下にチェックを入れること） 

□ 上記病原体等は、ＢＳＬレベル２であることを確認

しました。 

２ 利用・保管の目的 

 

 

 

３ 保管場所 

（別添の図面も添付する

こと） 

 

 

４ 保管 ・ 廃棄 方法 

 

 

 

 

５ 実験実施期間     年  月  日  ～    年  月  日 

６ その他特記事項 

 

 

 

※実験が伴う場合は、実験計画書及び実験従事者名簿も添付すること 



（別添） 
 

保 管 ・ 実 験  場 所 図 面 
 

研究課題名  

実験責任者  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）実験室又は実験区域の位置、実験設備・装置等の配置を図示すること。 
  ・建物の棟名、階を欄内に記入すること。 
  ・方角を記入すること。 
  ・フロア-内での相対的な位置関係と出入口がわかるように、エレベーターホ

ールの方向、廊下や使用しない実験室の配置も含めて図示すること。 
  ・使用する実験室等の名称を記入し、他の部屋と区別するため、使用する部

屋には斜線を入れること。 
  ・安全キャビネットやオートクレーブ等が設置してある場合は、図示するこ

と。 



別紙様式第２号 

（元号）  年  月  日 

 

病原体等 供与 届出書 

 

学長 殿 

 

実験責任者（所属部局・職）               

                 （氏名）               

 

下記の病原体等の供与について届け出ます。 

 

記 

 

１ 病原体等名称 

 

 

 

 

（以下にチェックを入れること） 

□ 上記病原体等は、ＢＳＬレベル２であることを確

認しました。 

２ 供与の目的 

 

 

 

３ 分与・全部供与の別  ☐分与（一部供与）     ☐全部供与 

４ 供与先 

 

機関等の名称： 

実験室名： 

供与先責任者及び連絡先： 

 

５ 運搬の方法  ☐郵送  ☐持参  ☐その他（       ） 

６ 供与予定年月日  

７ その他特記事項 

 

 

 

※実験が伴う場合は、実験計画書及び実験従事者名簿も添付すること 


